


Ｃ4/5、5/6、6/7に狭窄　Ｃ5/6に髄内の輝度変化あり。

術前　

矢状断像

C4/5横断像

骨性脊柱管前後径は11mmと

発育性の狭窄あり。

脊柱管は拡大、右椎弓のヒンジ部は

連続性を欠いている。

スペーサの脱転無く、ヒンジ部の

骨癒合も良好に得られた。

C6

矢状断像

C4/5横断像

矢状断像

C4/5椎間板ヘルニアによる高度狭窄、脊髄輝度変化あり

C3/4、C5/6、C6/7にも脊柱管狭窄を認める。

C4/5を含め、C2/3-6/7脊柱管の拡大が得られた。

C4/5椎間板ヘルニアは消退した。

術後6ケ月

症例１ 71歳・男性

術前　

術前　 術直後 術後6ケ月

CT画像(C6)

MRI画像(T2強調画像)

CT画像(C6)

MRI画像(T2強調画像)
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症例 2

　　歩行障害を訴え来院、多椎間の狭窄を伴う頚椎椎間板ヘルニアと診断。C2、7部分椎弓切除、

アパセラム椎弓スペーサ（C3:14mm、C4、5、6：16mm)を用いたC3-6椎弓形成術施行した。脊柱管が

充分に拡大され、スペーサの脱転なく椎弓にフィットし、ヒンジ部の骨癒合も良好であった。JOA 

scoreは術前10.5点から術後6か月で15点へ改善した。

　　両手の巧緻運動障害を訴え来院、頚椎症性脊髄症と診断。C2、7部分椎弓切除、アパセラム

椎弓スペーサ（C3:14mm、C4、5、6：16mm)を用いたC3-6椎弓形成術施行した。椎弓とスペーサの間

の隙間は無く、ヒンジ部は骨癒合し、脊柱管径は良好に維持されている。JOA scoreは術前9点から

術後2年で12.5点へ改善した。

多椎間の狭窄を伴う頚椎椎間板ヘルニア 頚椎症性脊髄症 73歳・男性

術前　 術後2年

Ｃ3/4、4/5、5/6、6/7の脊柱管拡大は維持されている。

Ｃ5/6髄内の輝度変化は残存。

術後2年

椎弓とスペーサ間の

間隙は無く、ヒンジ部は

骨癒合し、脊柱管径は

良好に維持されている。

矢状断像

横断像

横断像
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